
CSWで何を学び、
どう生かしているか？
CSW62 JAWW若者支援受賞者 春藤優



CSW62参加前

【運動に必要なもの】
・知識 ・気合い ・負けない心 ・根性

【私が持っている資源】
・大学生であること ・感謝の心と謝罪のスピード感 ・運☆



CSWで学んだこと

①各国のユースが戦略的に行動を社会に対して起こしていること。

②アドボカシートレーニング
運動のための「方法論」を学ぶ場があった。
例：アクションを起こすための考え方。
・どのレベルで？ （世界、地域、国、都道府県、より具体的な地域）
・何を根拠にして？ （CEDAW、国の法律、条令、学内の文章）
・どこの誰に対して？ （CSWのビューローの国、内閣府、学生生活課）



社会運動をやるには、
知識だけじゃなく、
技術とテクニックが
必要だった！！！！！



2018.12~ シャベル早稲田で性暴力の根を切る
を立ち上げ

【About us】
早稲田大学で「性的同意」の考え方を広め、啓発することで性暴力のない早稲田大学を目指
す学生団体。性暴力の根絶のためには、正しい知識はもちろん、ちゃかしたりバカにするの
ではなく性について真面目に話せるような学内文化づくりも必要であると考えている。
団体名は、性について「しゃべる」と、性暴力を「根」絶するために一人一人が振り下ろす
「シャベル」をかけたダジャレです。

【Vision】
性暴力のない早稲田大学

【Mission】
全学部の入学オリエンテーションで、「性的同意」を含めた性暴力を防止するための講義が
行われるようにすること。



CSWで学べること

・世界でどういった取り組みが行われているかという「知識」の獲得は当然。

・運動のための技術、思考回路、戦略を学ぶ場になる！
→取り組むイシューが変わっても絶対に必要な生涯使え

る技術を得られる！



CSWに参加して、貴重な学びを！！！

ご清聴ありがとうございました。 春藤優


